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神奈川県では引き続き令和４年度からの５年間、
「第Ⅳ期かながわ水資源環境保全・再生実行５か年計
画」に基づき、県民の皆様のご協力をいただきながら、
動植物や河川環境等、多様な指標による調査を実施し
ていくことを予定しています。
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　調査にあたっての事前説明会〔6月頃〕や採集方法、
動植物の同定方法の講習会〔6～11月頃にかけて複数
回開催〕を開催しております。
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合計｜のべ

調査年度

平成 29年度

令和 2・3 年度はコロナ禍により新規募集無し

平成 30年度
平成 31年度
令和　2年度
令和　3年度

参加人数

63名
57名

399名

85名
90名

104名

のべ調査地点数

37地点
22地点

62地点
56地点

238地点

61地点

動植物生息状況の調査項目
底生動物

魚類
植物
両生類

水辺の鳥類



酒匂川水系 相模川水系
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きれいな水
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河川中流部を中心に広く見られ
ます。河床が砂の流れが緩やか
な淵や水際を好んで利用しま
す。

アブラハヤ

相模川水系を中心に見られま
す。小魚などを捕食し、流れが緩
やかな水際の植物などに潜んで
生活します。

ドンコ

河川中流から下流にかけて広く
見られます。淵や流れが緩やか
な水際に潜んで生活します。

ヌマチチブ

箱根や丹沢山地の麓の谷戸など
限られた場所でのみ見られま
す。春から夏にかけて粘着性の
卵を水草などに産み付けます。

アカハライモリ

河畔の樹林や山地の麓を中心に
広く見られます。主に林内で生
活し、春に林道や川岸の水たま
りで産卵します。

特定外来生物。国外から持ち込まれた
外来生物で法律により移動などが禁じ
られている。

神奈川県レッドデータ生物調査報告書
2006 掲載種

環境省レッドリスト 2020 掲載種

国内外来種。国内の分布が異なるほか
の地域から移入された種

ヤマアカガエル

丹沢山地の渓流で広く見られま
す。流れが速い瀬の石の下に潜
んで水生昆虫を捕食します。

クラカケカワゲラ属

谷戸沿いを流れる沢や水路に広
く見られます。カワニナを餌と
して、流れがある瀬の石や礫の
下に潜んで生活します。

ゲンジボタル

柳のような葉を有することが本
種の名前の由来です。日当たり
の良い緩やかな流れや池で広く
見られます。

ヤナギモ

花や実が密に並んだ様子がタコ
の吸盤に似ていることが名前の
由来です。河川下流から中流の
河川敷や休耕田などで広く見ら
れます。

タコノアシ

北アメリカ原産のつる性の植物
です。県内では川沿いの草地で
分布を広げています。

アレチウリ

丹沢山地の渓流に生息します。
釣魚としての人気が高く、野外
で見られる本種の多くは放流さ
れたものと考えられます。

サクラマス（ヤマメ）

河川で潜水して魚を好んで採食
します。山地の樹上をねぐらや
繁殖場として利用します。

カワウ

河川や池、水田などの水辺で広
く見られます。魚やカエルなど
を捕食し、樹林でコロニーを作
ります。

ダイサギ

水田や湿地、川沿いなどの水辺
で見られます。⾧いくちばしを
泥の中に差してミミズや昆虫な
どを捕食します。

タシギ

河川中流部や周辺の池で見られ
ます。緩やかな流れの水草や植
物の根の間で生息します。

ヌカエビ

河口域での産卵後、幼生は海で
育ち河川に遡上します。河口域
から河川中流まで広く見られま
す。

モクズガニ

山間の森林に囲まれた河川上流
域に生息します。流れが速い瀬
の石の下に潜んで生活していま
す。

ムカシトンボ
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